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W　調　査　結　果

　1973年の予備調査を基礎に，1974年7，9，10月の3回にわたる現地調査により姥屋敷および

その周辺部を含め自然植生から代償植生までの植生調査が行なわれた。その結果自然植生は3群

集，1群落，代償植生が2群集8群落，その他植林3がみとめられた。みとめられた植物群落を中

心に，姥屋敷：レクリエーション敷地内における現存植生図および潜在自然植生図が縮尺1：4000

の地形図に描かれ，あわせて岩手山山麓部における潜在自然植生が考察された。

1．　みとめられた植物群落

A 自然植生

Naturliche　Vegeta毛iOR

　姥屋敷には自然植生はハンノキ林及び湿生草原以外に融く残されていない。大部分は人為的影

響により他の植生におきかえられている。岩手山や岩手山山麓部の海抜約600m付近以高，ある

いは岩手県，秋田県を結ぶ仙岩峠付近で自然林の代表とされるブナ林が調査された。

　1）　ヒメアオキーブナ群集

　　　Aucubo－Fagetum　crenaもaeMiyawakieta1．1968（Tab．3）

　姥屋敷を中心とする海抜400～500m付近の低山帯では現在ほとんどみられないが岩手山の海抜

7001n以上およそ1100m付近までや仙岩峠の600m以上の地域には高木層にブナが被度3～5と

優占した林分がみられる。くすんだ淡緑色の樹肌に白い大きな地衣類による斑点がめだち，全体

に白くみえる樹肌は林内では明かるく，林床をおおっている1．5～2mのチシマザサや常緑のヒメ

アオキ，ヒメモチ，ハイイヌガヤなどの低木をくっきりと映し出し，日本海側の自然林を代表さ

せる景観を呈している。このようなブナ林は立地に応じて住みわける植物によって区分され岩手

山周辺地域ではヒメアオ’キーブナ群集とマルバマンサクーブナ群集がみとめられる。ヒメアオキ

ーブナ群集はヒメアオキ，エゾツリバナ，シノブカグマ，ハイイヌガヤで区分され裏日本多雪地

にもっとも広く生育している。岩手山に隣接する秋田県乳頭山から秋田駒ケ岳にかけての山地斜

面，あるいは乳頭山から大白森，小白森にかけて同様に斜面一帯の大部分がヒメアオキーブナ群

集によりおおわれている。これらの林分では樹高の高いもので25mを超えるものもあるが，岩手

山山麓の網張スキー場や岩手山，あるいは仙岩峠では20m前後の高木林を形成している。ヒメア

オキーブナ群集は伐採後の回復途上の林分ではブナが被度＋と少なく，ミズナラ，ハウチワカエ

デ，ホオノキ，ベニィタヤなどが混生しているものもある。一般に裏日：本型気候の多雪地では高

木第ユ層にブナが被度3－5と優占し，亜高木層にベニイタヤ，ハウチワカエデが生育し低木層
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にチシマザサが優占している。

　チシマザサは冬季，雪の下にかくれ，雪により冷風をさえぎり雪の保温効果のもとに生育して

いる。冬季の深雪による保温効果は常緑植物のヒメアオキ，エゾユズリハ，ヒメモチなど難生の

生活形をもつ種類の生育を助ける一因となっている。

　一般にヒメアォキーフナ群集及びマルハマンサクーブナ群集は組成的に標徴種が混生し．区分

が明瞭にされないことがある。しかし比較的地域性が認められ地域的には多くの場合区分が可能

である。今回Tabユ7に示されているように日本梅型の多雪地域のブナ林の組成表が常在度表で

比較・考察がされた。その結果，広域的なヒメアオキーブナ群集の標徴種としてはヒメアオキ，

ハイイヌガヤ，クマイザサ，チマキザサがみとめられる。とくに積雪量の多い，富山県，新潟県

下ではユキツバキが高常在度でみられる。クマイザサ，チマキザサは形態がきわめて類似してい

るがクマイザサは葉裏が有毛であることにより区分されている（Suzuk1，　S．／967）。

　また一般に日本海型多雪地域のブナ林はオオハクロモシーブナ群集として広くみとめられてい

るが（SasakU970），すでに宮脇，伊藤，奥田1964によりヒメアオキープナ群集が発表されて

いること及び立地的に住みわけるマルバマンサクーブナ群集がみとめられ内容が分けられている

こと（宮脇，大場，奥田，中山，藤原1968）によりオオバクロモジーブナ群集は2群集に区分

されることが確認された。

民擦慧智ξ醗酵鷺懇懇灘馨

Phot．7岩手山を紅葉で埋めるブナ林（ヒメアオキーブナ群集及びマルハマソサク

　　　　ーブナ群集）。

　　Fαg鴛s－Walder（Aucubo－Fagetum　cren段tae　und　Hamamelo－Fagetum
cIenatae）bedecken玉n　leuchtenden　Herbstfarberl　den　Berg　Iwate
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　2）　マルバマンサクーブナ群集

　　　HamaInelo－Fagetum　crenataeMiyawak玉etal．1968（Tab．3）

　岩手山の海抜1000m以上などの高海抜地のブナ林や，やせ尾根あるいは風衝が激しい斜面な

どではホツッジ，ヤマツツジ，ムラサキヤシオなどツツジ類やツツジ科植物を多く構成種にもつ

ブナ林がみられる。このような林分は広域的にマルバマンサク，ホツッジ，イワウチワを標徴種

及び区分種としてマルバマンサク～ブナ群集にまとめられる。姥屋敷周辺とくに岩手山の海抜

1000m付近の南から西向き斜面ではオオバスノキ，タケシマラン，ウリハダカエデ，シ・ウジ

ョウバカマ，ウスノキ，チゴユリ，マルバマンサク，シュロソウ，コヨウラクツッジ，バクサン

シャクナゲなどを地域標軽種及び区分種としてマルバマンサクーブナ群集にまとめられる。マル

バマンサクーブナ群集はブナ林伐採跡に復元した二次林などの，立地が貧化しているところの植

分も含まれる。

　岩手山や凝議峠におけるマルバマンサクーブナ群集はさらにオクモミジバグマ，イブキゼリ，

コガネキク，オオシラビソ，エゾノヨロイグサ，ナンブトウヒレン，キタゴヨウで区：分される下

位単位がみとめられる。このような林分は岩手山の南西斜面1000～！170mのブナ林上限付近に

生育している。

3）　タチアザミーハンノキ群集

　　Cirsio－AlnetuI総　3aρonicae　ass。駅ov．（Tab．4）

東北地方をはじめとして日本全国の沖積低地に広がる大水田地帯の多くは，かつてハンノキが

Phot．8調査地内に残されているハンノキ群落，春季にミズバショウが林下の

　　　　水深浅い流水中に白い仏炎包を開く。
　　Eine　im　Untersuchungsgebiet　noch　erhaltene　．4勧㍑sゴ⑳oηfoα一Gesellschaft．　Im

Fr茸hling　bl慧ht　in　diesem　Wald　and　en　Ufem　der　Gew吾sser　Ly3ゴ。麓’oηoα槻so肋∫oθη∫θ。
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　Phot．9浅い水流中に生育するミズバショウ。

Lヅs∫o励。ηoα駕so襯。εηsθw益chst　in　seichteln　Wasser．

高木層に優占する湿生林分でおおわれていたと考えられる。残念ながら常緑広葉樹林域ではハン

ノキ林はきわめて少なくなっているが，東北地方から北海道にかけては比較的多く残されてい

る。とくにレクリエーション施設予定域の姥屋敷をはじめとしてその周辺にはハンノキ，ヤチダ

モ，トネリコなどが高木層に優醸し，亜高木層や低木暦にはノリウツギ，イヌザクラ，カンボク，

イソノキ，クロウメモドキなどの湿生低木が生育している。草本脚こはサクラソウ，ミズバショ

ウ，オオカサスゲがとくに湿生地に生育し，やや，水分が少ないところにはハイイヌツゲが生育

している林分がみられる。このようなハンノキ林は他のハンノキ林と比較しタチアザミーハγノ

キ群集として示された。ハンノキ林の立地は，一般に排水が悪く，わずかに泥炭化した立地で貧

養，多湿地である。地下水が高く，無機土壌が堆積し有機物が形成されてくるとやチダモが多く
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なり，さらにハルニレ群集に移行する。姥墨敷のタチアザミーハンノキ群集は，今は田園景観に

変わってしまっている類本のふるさとの山村’景観の代表の1つである（p．50参照）。

　4）　湿原：植物群落（春子谷地湿原）

　　　M：oor－Vegetation（Haruko－yachi－Moor）

　姥屋敷内のハンノキ群落に接した小湿地や近くの春子谷地にはきわめて自然に近い湿原植物群

落がみられる。とくに春子谷地ではミミカキグサ，ムラサキミミカキグサ，ホザキノミミカキグ

サがイヌノヒゲ，コイヌノヒゲ，イトイヌノハナヒゲなどのミカヅキグサ属R妙ηo勿sρo昭の植

物と混生して生育している。この湿原はとくに岩手県下では数少なくイネ科植物やカヤツリグサ

科の植物が多い。また湿原中央部にはミズゴケ類の発達がみとめられる。

　湿原：周辺の流水縁にはホソバノヨツバムグラー大型スゲ群団のオオカサスゲ群集やカサスゲ群

集が帯状にみられる。水が停滞したSchlenke状の立地には本州では珍らしいホロムイクグの植

分がみられる。降水後の水深4cmのSchlenkeではシロミノ・・リイーヤチスゲ群落がみられる。

細流ではサギスゲーヤチスゲ群集が帯状にみられる。

　やや乾燥した立地では中間湿原植生のホロムイスゲーヌマガや群集が一部分布している。

　今回の春子谷地湿原の調査資料はさらに湿原についての再調査を早期に行ない次の機会にまと

めて発表したい。

鰭
翻
欝難

　Phot．10春子谷地概観

Ubersicht廿ber　das　Harukovachi．
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Phot．11　ハンノキ，ヌマガヤ，ナガボノシロワレモコウを混生しているオオミズゴケ群落。
　　　Mitみ伽sブの。眈α，ルあ伽ゆsガsプαρo癬α，∫伽9厩so吻置θη吻b磁var．α伽w琶chst

　　S助α9鵜鱗ρα1襯γθzusammen，

雛

灘

灘難 難
総亀．

購

Phot．12本州では珍らしいホロムイクグ。高層湿原構成種である。
Die　i簸Honschu　selte登e　Cαγθκo頁gosρθγ規α，　eine　Art　der　Hochmoore．
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Phot．13　シュレソケに生育しているヤチスゲ。

　　　Cαγθκあ呪osαin　eiaer　Schle鍛ke．

　5）　オオバセンキュウーオオバタネツケバナ群落

　　　．4π≦7θZεcαgθππfZeエα＿σαr4αη寵πθsc郡施彦α一Gesellschaft（Tab．5）

　姥屋敷内の川幅2～3mの細い清流沿いにオオバセンキュウ，オオバタネツケバナ，ツリフネ

ソウ，チシマネコノメ，オニシモツケなどが塊状に生育する植分がみられた。草丈60～80cmで

常に清流が流れ，夏季の暑気にも冷風を送りこみこの地域だけはひんやりとした冷たい環境を保

持している。一般に今はきわめて少なくなっている植分であるが，まだ，開発の手が加えられて

いない姥屋敷にみられる。

　オオバセンキュウ，オオバタネツケバナ，ツリフネソウ，チシマネコノメソウを区分種として

オオバセンキュウーオオバタネツケバナ群落としてまとめられた。
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Tab．5　オオバセンキュウーオオバタネツケバナ群落

　ノ1η9θ麗。α96規ゲZ6κα一Cαγ面駕勿θsoπ彪如一Gesellschaft

醤r，d．　Aufnahme：

Datu皿d．　Aufnahme：

H6he　U。　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Frobefiache（m2）l

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Decktng　d．　Krau乞schicht（％）：

Deckung　d，　Moosschicht（％）：

Artα〕zahi＝

調査番号
調査年月日

海　抜　　高

調査面積
華本層の高さ

草本層植被率

癬苔層植被率

出現種数

｝！　2
　74　’74

　　7　　10

　　7　　20

　405

0．5×！2×5

0．6　0．8

　30　　60

　20　　30

　14　　15

Trenn2rten　d．　Gesenschaft：

　．肋9ε漉α96ηが1θκα

　Cαγ4α俄勿¢so薦α如

　ノ鯛ρ碑6π3渉8κ≠o擁

　C海γysosμ飢伽蹴々α剛soんα伽μ綱

Begleiter＝

　鐸妙επ伽♂α加耀∫o加’ガσα

　！）θ‘α∫鉱θsゴ妙。窺。μs

　P顕αsp．

群落区分種

　オオバセンキュウ

　オオバタネツケバナ

　ツリフネソウ

　チシマ不コノメ

随伴種

　オニシモツケ

　フキ

　ミズゼニゴケの一種

1・2　4・4

22　1・2
十・2　2・2

1・2　十

　　　1・1　十・2

　　　1・2　十Mt
　　　！・2　3・3

出現一回の種　AuBerdem　le　einmal　in　Aufn．　Nr．1：06π伽洗θゴα槻加。αセリ2・2，　Rμ溺6κZoη9がoZf麗

　　ノダィオウ2・2，みの’ogγσ7π解σ餌。μ♂∬ガ7πσミゾシダ十，0σ紹κ3♂6π03’σ諺ys　va靴。姻εα彪ミチノ

　　クホソモンジスゲ十，Os辮微dαsケ％挽。加ηα魏。η1θμ解var．αs‘砺。勘z　f．〆∂観θη3ヤマドリゼンマイ

　　十，P蝕gl微痂撚sp．　M－！・2，　in　2：Sθ紹。ゴ。　oα槻αδが01fμsハンゴンソウ十・2，0群2κゆげ蜘1α

　　タこかワスゲ十・2，偽olα”θ7θo膿4αツボスミレ十・2，　C”s癬搬鋭ρρo鋭。膿ナンプアザミ十，

　0σ1協祝〃び107⑳ηπθオククルマムグラ十，Rπ鱗6κSP．÷，五砂ヵπ観π一1　sp．　M一一←・2，丑夕ヵ御俄

　　一2sp。　M一十・2，

・B　代償植生
　　Ersatzgesenschaften

　人間の影響によって，立地本来の自然植生が様々な入為的影響下の植生におきかわったものを

代償植生という。ある一定の人為的影響が続くかぎりその対象となる植生は持続する。姥屋敷を

はじめとして岩手山山麓部では長い聞薪炭林として過度の伐採とつりあって生育してきたコナラ

ーミズナラ林，人為的管理のもとに植栽されているアカマツ，スギ，カラマツ植林，ススキ：草原，

放牧地とし利用されている牧草地，畑地，スキー場あと地など自然植生から代償植生への植生の

変貌は著しい。
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　1）　オオバク自モジーミズナラ群集

　　　Linderaロmわellata　var，　me加bra聴acea－Qロercus　mongolicavar．

　　　grosseserrata－Ass．0｝玉ba　1973　（Tab，6）

　姥屋敷をはじめとして，東北地方の海抜500m付近までの低丘陵地にはコナラ，ミズナラが高

木層に多く生育した林分が多い。このような林分は南は鹿児島県北部から北は本州最北端まで二

次的に生育する林分に共通種が多い。とくに姥屋敷やその周辺部で調査された資料では東北地方

低山帯に共通するオオバクロモジーミズナラ群集にまとめられた。

　オオバクロモジーミズナラ群集は樹高6～12m程度が平均で，時に2Gmに達する林分もみられ

る。高木層，亜高木融こはコナラ，クリ，ハリギリ，オオモミジ，ヤマモミジ，カスミザクラ，

アズキナシ，ミズナラなどが株立ちして混生している。低木層にはガマズミ，ムラサキシキブ，

コマユミ，ウワミズザクラなど常緑広葉樹欝欝の二次林に生育する種類が生育している。

　オオバクロモジーミズナラ群集はさらに，過去のひんぱんな伐採により，若齢林では地味が劣

っている立地が多い。姥屋敷では樹高6～10mと比較的低く，網張スキー場周辺でみられる，回

復途上の林分よりも立地が悪化している。また自然林に回復がすすむにつれブナ林の本来の構成

種が多くなってくる。立地が悪化することによりマルバマンサクーブナ群集構城種がところかま

わず生育しやすい。

　東北地方のコナラ林，ミズナラ林については単発的に調査報告が行なわれている（宮脇・奥田

　　　　Phot．14調査地の大部分を占めるオオバクロモジーミズナラ群集概観。

　Die　gr6Bte　F1琶che　des　Untersuchu塾gslgebietes　w1rd　von　derLindera　uInbellata

var．membranacea－Quercusmongolica　var。grosseserrata－Ass．　bedeckt．
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・佐々木他1970男鹿半島，宮脇・佐々木1976下北半島の例，越前谷1973大滝山，大場

1973清津川）。

　宮脇らにより1970年の幽幽生態学会仙台講演でカスミザクラーコナラ群集の名で発表されて

いるが，組成表が未即刷であること，さらにカスミザクラは表日本に一部分布することなどによ

り，その後発表された大場1973によるオオバクロモジーミズナラ群集の名がここに採用された。

姥屋敷や，岩手山，さらに秋田県東部の岩手県境付近ではオオバザサ，ミチノクホソモンジスゲ

など地域的な種がみられる。一般に一つの自然植生に対し限られた数の代償植生を擁するが，ヒメ

アオキーブナ群集を自然櫨生と考えた場合，騒騒バクロモジーミズナラ群集は，マルバマソサクー

ブナ群集の構成種をもたないことより，ヒメアオキーブナ群集の代償植生と考えることが可能で

ある。大場1973では標徴種及び区分種を厳密には東北地方のコナラーミズナラ林と比較した常在

度表を記載していないが，種組成の面では広く共通種をもつ。したがって名前の如何はともかくヒ

メアオキーブナ群集の代償植生として一応オオバクロモジーミズナラ群集としてまとめられた。

　姥屋敷ではさらにツルリンドウ，ヤマグワ，ハナイカダ，ツルウメモドキ，ヒトリシズカ，ノ

リウツギ，ナナカマド，クマヤナギ，トリアシショウマ，ノイバラ，クマイザサで区分されるツ

ルリンドウ亜群集と，特別な区分種をもたない典型亜群集に下位区分された。

　　　　　　Phot．15姥屋敷ではオオバクロモジーミズナラ群集の林床に

　　　　　　　　　　　オオバザサが優占してみられる。

　InderBodenschichtderLindera　umbellata　var．　membra簸acea－Quercus
mongolica　var．　grosseserrata－Ass．　dominiertSαsα祝θ9αlo助ylZα．
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　典型亜群集は乾燥型の二次林に広くみられ，姥屋敷ではその大部分のコナラ・ミズナラ林が含

まれる。

　ツルリンドウ亜群集は遷移が進んだ林分で中～適潤地に生育する。ツルリンドウ亜群集はさら

にブナ，トチノキ，ヒメモチ，チマキザサで区分されるブナ変群集，特別な区分種をもたない典

型変群集及びサワシバ，アオスゲ，ヤマナラシ，フタリシズカで区分されるサワシバ変群集に区

分された。ブナ変群集は網張スキー場周辺の二次林で遷移が進み，潜在自然植生のヒメアオキー

ブナ群集の構成種を区分種にもつ。サワシバ変群集は適湿地で，とくにオオバザサやクマィザサ

の侵入が少ない立地では，フタリシズカ，キンミズヒキ，ミツバツチグリ，ヨツバムグラ，ツリ

ガネニンジンなどの草本植物が豊富となり出現噸数63～83と多い。

蠣

国璽癒

　　Phot．16高木層に達するハウチワカエデ。

，Aoeγずαρo爾cz6襯reicht　bis　in　d三e　h6here　Baumschicht．
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　　Photユ7小岩井有料道路周辺のオオバクロモジーミズナラ群集。後部にみえる丁張温

　　　　　　泉付近の林分はヒメアオキーブナ群集に復元している。

　Lindera　umbellata　var．田embra且acea－Quercus　mo駿golica　va若grosse－
　serrata－Ass．三n　der　Umgebung　der　Koiwai－Autostra艶．　hn　Hintergrund　wachst　das

　Aucubo－Fagetumcrenataewiederauf．

　2）疎　　林

　　Lichte　Walder（Tab．7）

　姥屋敷のレクリエーションセンター施設敷地内には樹高4～8mで低木層の植被率が10～30％と

きわめて低い植分がみられる。林床にはオオバザサが植被率80～90％と高い被率でおおい特異な

景観を呈している。この植分は立地により構成種が異なり，ミツバウツギーオオバザサ群落，カス

ミザクラーオオバザサ群落，ハソノキーオオバザサ群落及びカシワー階調バザサ群落が区分され

た。それぞれの群落は，立地の相違により生育する木本層の種組成が異なっている。

　a．ミツバウツギーオオバザサ群落

　　　SεαP勿」θα6町刑αZ♂α一Sα8α勉θ9αZOP勿πα尋esellschaft

　ミツバウツギーオオバザサ群落はアカマツ，ノイバラ，ツリバナ，ミツバウツギ，キタコブシ

で区分される。総合レクリエーションセンター西側に位置したゆるやかな階段状地の平坦地に，

アカマツ植林に周囲をかこまれた開放累観を形成している。樹高4～5mと低く，アカマツ，サ

ワフタギ，ヤマウルシ，ミヤマザクラが被度は少ないが個体数多く生育している。草本層は1，5

瓢と人の身長とおよそ同じ高さでオオバザサが一面におおい，わずかにミツバアケビ，ワラビ，
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トコロ，ナンブァザミ，オオバギボウシ，ミチノクホンモンジスゲ，ヒトリシズカなどの草本植

物がオオバザサの下に生育している。

　b．カスミザクラーオオバザサ群落

　　　Pr猷π配s拶erecπ取」α一Sαsαη匙egαεOPIL〃π伽Gesel茎schaft

　構成回数が21種と少なく，やや適潤開放地に，イソノキが三度2と多く生育し，ウワミズザク

ラ，ミヤマザクラ，カスミザクラ，タカネザクラなどサクラ属P鰯π郡が多く生育している疎林

が1ケ所調査された。この植分は他の疎林と比較しカスミザクラ及びタカネザクラを区分種とし

てカスミザクラーオオバザサ群落にまとめられた。

　一般にコナラ林ではミヤマザクラ，タカネザクラの生育はきわめて少ない。姥屋敷では二次林

中に頻繁にミヤマザクラ，タカネザクラの生育がみられる。これは岩手山が近くに位置すること

より，頻繁な人為的影響で，低海抜地域に分布する植物が上昇しただけではなく，高海抜地域に

生育する植物も下降し混生していることが推察される。

　C．カシワーオオバザサ群落：

　　　Q配erc配s　4eπ‘α癒α一SαsαπεegαεoPゐ》τZα一GeseUschaft

　総合レクリエーションセンター施設敷地のもっとも海抜高度の高い立地には乾性立地に生育す

るカシワが被度2で生育している。カシワは一般に海岸の古砂丘地や，火入れ後の焼きあとに，

先駆植生として生育し，群落を形成する。センター敷地では海抜485mのもっとも高い地点で，

凹凸がみられる平坦地にカシワをはじめとし，キブシ，マルバアオダモ，ヤマグワなどの低山地

生木本植物とオオモミジ，アオダモ，コシアブラ，ベニイタヤなどのブナ林構成種，さらにスス

キ草原構成種であるススキ，オカトラノオ，チゴユリ，オトコヘシ，ミツバツチグリ，ニガナ，

カワラマツバ，オケラなどを区分種としてカシワーオオバザサ群落がみとめられた。

　d．ハンノキーオオバザサ群落

　　　ノ冠πωsjαpoπεcα一8α5αηzθσαJQP乃〃πα一Gesellschaft

　流水沿いのハンノキ林の立地がやや高く，乾燥化しているところでは，タチアザミーハソノキ

群集が変形してハンノキーオオバザサ群落に変わる。他の疎林の植物群落と比較し，ハンノキ，

ヤチダモ，カンボク，レンゲツツジで区分されるハンノキーオオバザサ群落がみとめられた。

　ハンノキーオオバザサ群落は低木層の植被率が10％ときわめて少ない。草本層には，サワフタ

ギ，ヤマモミジ，カラマツなどの木本植物の芽生えとともにオオウバユリ，ヤマドリゼンマイ，

ヒメシダ，トリアシショウマなど湿生草本植物の生育がみられる。

　ハンノキーオオバザサ群落はさらに乾燥すると，周辺のコナラ，ミズナラ林の構成種が生育し，

オオバクロモジーミズナラ群集に遷移すると考えられる。
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　3）　オオバザサ群落

　　　Sα8α配θ9αZo勲〃JZα一Gesellschaft（Tab．8）

　総合レクリエーションセンター敷地西側に草丈1．8mのオオバザサが優占する植下がみられる。

ササが一面に生育している中に，ヤマモミジ，エゾイタヤ，ハイイヌツゲなどのブナ林を構成す

る木本植物や，ハンノキ，ノリウツギ，レンゲツツジ，ヨシ，ヒメシダ，ザゼンソウなど湿生植

物がわずかに混生している。このようなオオバザサ優占群落はオオバザサ群落としてまとめられ

た。

　一般にササが優占する植分は自然植生は風衝地や，湿原の周辺など環境条件の厳しい立地に持

続群落として生育する。オオバザサ群落は一度伐採されたあとの復元途上の植分でさらに長い時

間をかけて遷移が進み疎林を形成し，森林に移行するものと考えられる。

Datum　d．　Aufnahme：

Hδhe茸．　Meer（m）l

Gr6Be　d．　Probef1蓋che（m2）：

Hδhe　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d。　Vegetation（％）：

Artenzah1：

　Tab．8　オオバザサ群落

8α∫o辮ogαZo1）勿銘α一Geseilschaft

　　　　　　　　調査年月日

海　　抜　　高

調査面積
植　　生　　高

植　　被　　率

出現種数

’74

10

20

441

1×5

1．8

98

エ7

Trennart　d．　Gesellschaft：

　Sαsα耀9α勿加〃α

Sonstige　Arten：

　Eπ0η甥ZμSσ1α伽∫var．α麹駕S

　∫Zθκ0γ6π召如var．ραZ故10Sα

　．4腕祝Sゴ砂0擁。α

　孟06γρα肋α如㎜var，搬α彦Sπ祝μrαθ

　且08ア日夕伽fvar．　g励γ％祝

　加γ㍑Z6μo勿ゴs

　POμγ孟痂αθαη1〃0∫αvar．1αω∫S

　Sニソ隅メ）Zooos　o腕π6πs誌var．　Z6祝oooαγ／）αf．．カ｛‘osα

　πy4γαπ98αρα痂。ぬ’α

　1）加α9競’θSo側転繊fs

　勲040ゴθη4γ0ηゴ妙0η蜘”τ

　五αs舵α飾めμ召γfs

　．肋9爾。α4θo㍑γs蜘

　S9γγ厩協α00γ0πα如var．勿S1↓1αγfs

　E砂ん0幼fαs鋤oZ4fαれα

　Sy沸力100αγ餌∫γ飢が。磁s

群落区分種

　オオバザサ

その他の種

　コマニLミ

　ハイイヌツゲ

　ハンノキ

　ヤマモミジ

　ェゾイタヤ

　カラマツ

　カマツカ

　サワフタギ

　ノリウツギ

　ヨシ

　レンゲツツジ

　ヒメシダ

　ノダケ

　タムラソウ

　ナツトウダイ

　ザゼンソウ

5・5

十・2

十・2

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

十・2

　十

　十

　十

　十

　十

　十
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　4）　カラマツ植林

　　　Lαr㍑’θμoZ印εs－Forst（Tab．9）

　姥屋敷のレクリエーション施設敷地内にはカラマツ植林が比較的広い面積で行なわれている。

カラマツ植林内にはカスミザクラ，カンボク，ツタウルシで区分される林分とハイイヌツゲ，ミ

ャマガマズミ，ミヤマナルコユリで区分される林分がみられる。カラマツ植林は日本全国の比較

的広い範囲で高海抜地域において行なわれている。姥屋敷では7～14mの樹高で比較的低く人為

的管理が少ないため，クリ，ホオノキ，コナラなどコナラーミズナラオーダーの構成種が生育し

ている。林床にはオオバザサが被度2～4と優占している。

　カラマツは林業的には材として利用されるよりもチップにされ紙に利用されることが多い。

　5）　アカマツ植林

　　　p加π8dθπ8ガ’orα一Forst（Tab．10）

　姥屋敷内にはカラマツ植林の他にアカマツ植林が敷地面積の半分を占めている。樹高8～10m

と低いが，姥屋敷・小岩井牧場から網張スキー場に向かう地幅こはアカマツ天然林と立て札がた

てられた立地にはアカマツが樹高15～23mと高くのび自然林構成種から草原要素まで数多くの種

類が生育しているが回復がよい立地ではハイ／ヌガヤもみられる。

　アカマツ林は自然林としては，岩角地の乾燥した立地に先駆植生として群落を形成している。

小岩井有料道路周辺のアカマツ天然林は，アカマツ植林後，自然に放置して現在の状態になって

いることを示していると考えられる。したがって，小岩井有料道路周辺のアカマツ林においてr

は，その種組成は，潜在自然植生を決定する有力な決め手となる。

Phot．18　カラマツを使った境界林と，広い牧草地。開放景観を利用した建造物設置と，閉

　　　　　Ausgedehnte　Weiden　werden　von加癬1曜。ゆfs－Forsten　begrenzt。



37

Phot．19 カラマツの間から開放景観を臨む。森と草原の利用方法を考えることが

望まれる。

　　　　Weite　Aussicht　zwischen加癬ゆまoZゆs，

鎖景観の自然遊歩道や探究路などの利用による自然の最小限の利用が理想とされる。
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　6）スギ植林

　　　σr凱ρ，o〃εθrεαノ（甲。癖。α一Forsも（Tab．11）

　姥屋敷内ではスギ植林が1ケ所みられた。樹高10mと低いが高木層にスギの植栽以外にフジ，

ヤマブドウ，カラマツが混生しジャングル状になっている。低木層にはミズキ，ホオノキ，オオ

モミジ，ムラサキシキブ，ツノハシバミ，サワシバなどが種類豊富にみられる。姥屋敷に隣接す

る小岩井牧場内のスギ植林は樹高23mにまで生長し，自然林であるブナ林構成種のヒメアオキの

生育が確認された。

　7）ススキ群落

　　　〃εscαπ‘乃πs　sεπθπ8εs＿Gesellschafし　（Tab．12）

　耕作放棄後4～5年経つとススキ，ノコンギク，アキノキリンソウ，ミツバツチグリ，キンミ

ズヒキなどススキ草原構成種が生育する。株立ちしたススキの根元に低茎のあるいはほふく性の

キク科，バラ科植物が量は少ないが生育する。

　総合レクリエーションセンター敷地内では2ケ所調査が行なわれたが，共通種が少ない。人為

的影響の相違と森林伐採後などのススキ群落であることなどが関連して共通種が少ないと考えら

れる。
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Nr，　d．　Aufnahme：

Daturn　d．　Aufnahme：

Exposition：

Neigung（。）：

Gr6Be　d，　PrObe亙1ache（m2）：

H6he　d．　K：rautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht　（％）

Artenzah1：

　　　Tab．12　ススキ群落

泌3cαπ疏τζ3∫勿6πs∫s－Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　　　　　　　　調査年月日

方　　　　　位

傾　　　　　斜

調　査　面　積

草本層の高さ

草本層植被率

出　現　種　数

Trenn我rten　d．　Geseユlsch．　u．　K：en澱一u，

Trennarten　d．　h6heren　Einheite職：

　バグfs6α？？二三τ‘S　Sゴη6～πSゴ3

　／1〃θη2ゴ3毎ρア勿6の3

　．4S‘6γα9θアα≠0漉s　var．0剛麗

　SO磁σ90び〃9α一αμγθαvar．観α麗0α

　ノ1∫海瀬6擁御¢∂6γ9だvar．【70η≦～9613初

　Cα如俄σ9γ03だSんαん0箆θηS‘∫

　PO’θ規乞〃σ方6y擁απα

　ノ19厚窩0ηぬρ〃032

　C〃s脇㎜ηψρoηぢ。％彿

　R君うμsorのα召9⑳3露s

Begleiter：

　Bγ00んヅρ04勿柵Sヅ勿αだ0μ隅

　E〆歪9θγ0η6απαゴθη3∫S

　θ6プロπガ御”z彦13．z‘πウ679だ

　sζzsσ　5θπαηθηs∫s

　cの俄α琵sαρゼ狙）1勿

　オ08γρσ！班α伽f冗var．卿碗S影辮％rσ6

　Cαγθκ　s彦θηos忽（213ys　var．　o％πθα∫α

　Cαγθκ　s旋19γos‘foゴα

　％π～ozσπガαガ。〃乙召π∫03α　（kult）

　C4αsオγ御s　oγろfoκZζz彦πs

　SσSα辮θ9切0ρんy〃α

　R㍑ゐμsρα7η伍）z伽s

　DゴOSOOγ6α　’0ん0γ0

　／～駕う如　αんσ2z6

群落区分種及び上級単位の

標徴種と区分種

　ススキ

　　ヨモギ

　　ノコンギク

　アキノキリンソウ

　　トリアシショウマ

　　ヒメノガリヤス

　　ミツバツチグリ

　キンミズヒキ

　ナンプアザミ

　　クマイチゴ

随伴種

　ヤマカモジグサ

　　ヒメジョオン

　ゲンノショウコ

　　クマイザサ

　ボタンズル

　ヤマモミジ

　　ミチノクホンモンジスゲ

　　タガネソウ

　キリ植栽
　　ツルウメモドキ・

　オオバササ

　ナワシロイチゴ

　　トコロ

　アカネ

　　1　　2

　74　74

　10　10

　21　21

　SW　NE
　5　　3

15×6　3×5

　2　　2

　95　98
　18　　8

5・5

1・2

十2

　十

　十

　十

　十

十・2

　　・

・

十・2

　十

　十

十・2

　十

　十

　十

　十

1・1

　十

　　・

●

・

O■

5・5

十

　●

・

o

○

　・

十

1・2

●

●

●

o

6

　0

2・2

十

十

十・2
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8）　オオイタドリ群落

PoZ〃goπ吻・8αc乃α伽θπ8θ一Gesellscha｛t（Tab．13）

川沿いの，増水により年に1～2回冠水する立地には草丈2～2．5mに達する高点；草原が帯状

にみられる。このような草原はオオイタドリ，ヤグルマソウ，ウド，オニシモツケ，ハンゴンソ

ウ，カノツメソウを区：分種としてオオイタドリ群落にまとめられた。

オオイタドリ群落は，多くは河辺の冠水をうける富窒素性の立地に高点草原を形成している

が，時に道路際などにも帯状に群落を形成する。

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

Hδhe且．　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probef1註che（m2）：

H6he　d．　VegetatiOn（m）：

Dec1（ung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

　Tab．13　オオイタドリ群落

Po砂goη御ηz　sαo勉1加6πs6－Gesellschaft

調査番号
調査年月日

海　　抜　　高

調査面積
植　　生　　高

植　被　　率

出現種：数

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　Po砂goη麗祝sαo海αZ初θπs6

　RO49θγS放力040ρ加〃α

　ノレα‘彪00γゴσ如

　F〃ψθπ（加彪たα加‘s訥αだ。α

　Sθ解。乞ooαηηαゐ⑳Z伽s

　助z↓γfoμ漁ρ加θ〃αoσ砂。初α

Begle玉ter：

　Sα3α耀9σZoρ観3α

　Cαγ6κノbZ歪osお3乞搬α

　丑S励θ伽珈79舘var．00π8θS如

　脳s彰γ毎ノ70γ伽魏面

　　出現一回の種

　　　　AuBerdem　je　einmal　in　Aufn．　Nr．1：

群落区分種

　オオイタドリ

　ヤグルマソウ

　ウド

　オニモシツケ

　ハンゴンソウ

　カノツメソウ

随伴種

　オオバザサ

　オクノカンスゲ

　トリアシショウマ

　フジ

　1

’74

7

7

425

1×8

2

85

20

2

’74

7

8

404

2×8

2・5

85

29

4・4

2・2

2・3

1・2

1・2

1・2

2・2

1・2

十

十

4・4

2・2

1・2

1・2

十・2

十・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0潮吻4σ∫伽？πo伽蹴伽6撚var．力肋η3θヤマ

ドリゼンマイ2・2，P醐ακフ妙。ηzo麗トチバニンジン1・2，1）‘OSooγ即πψρo痂。αウチワドコロ十，

TγμZf％解∫襯αZZffエンレイソウ十，γ乃％γπZf搬ρρμ伽s　var．　oαZηθso6ηsカンボク十，　y漉s　oofgηθ’fαθ

ヤマブドウ十，窮gμSケ㈱‘∫0加ηOS履ミヤマイボタ十，αγS加俄πゆρ0ηfo襯ナンプアザミ十，

R加so搬尻g獺ツタウルシ十，伽。ηy鯛μsαZα加svar．αρ諺剛sコマユミ十，　in2：P諺αsε‘θ∫ゴαρoηた泓∫

var．劇gα撹6％sアキタブキ2・2，　Lysゴ。規’oηoα履so肋なθπsθミズバショウ！・2，　Cαγ8κ401fo乃os‘αoんyα

var．4α飽γγf？ηαミヤマカンスゲ1・2，ノ1sρθγ詔α040r疏αクルマバソウ1・2，　Cαγθκoμγ〃∫oo”fsナル

コスゲ1・2，輪舵耀。彪oγfθπ弼おイヌガンソク1・1，P麗γα7勿励θ忽クズ十・2，．406γ餌肋α伽祝

var．α窺。飢％mオオモミジ十，∫‘＠砂Z齪伽況αZぬミツバウツギ十，R幼麗ρα1辮α珈3　vaL　ooヵ’o

ρ勿”μSモミジイチゴ十，ノ1ηgε1foαg醐4陀καオオバセンキュウ十，ノt腕yr伽辮凹面碗ヤマイヌ

ワラビ十，CσoαZ彪肱s彦α如var．’απα肋θイヌドウナ十，漁αo々∫αα鋼％r飢s盒var．伽9792γfイヌ

エンジュ十，五φ伽θ4掬規6紹辮ω㎜　キバナイカリソウ十，憾勉腕α9μ勿α如アケビ十，G認60如
s砂‘θ撹短。παZfsツチアケビ十，Egz亮sθ如餌αγηθπs6スギナ十，　Sαz4ssz↓γαz痂ρρoη∫oαvar．　s％gε規祝γαθ

ナンブトウヒレン十．

2・3

1・2

十・2

十
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　9）　タケニグサータラノキ群落

　．y一泓αcJeαμαcor4α∫α＿4rα屍αεZα，α＿GeseUschaft（Tab．14）

　森林伐採後2～4年の立地にタケニグサ，コウゾリナ，ナンプアザミ，タラノキ，ヤマウルシ，

イガホウズキ，ヌルデ，ヒヨドリバナ，クマイチゴで区分されるタケニグサータラノキ群落がみ

とめられた。

　タケニグサータラノキ群落は総合レクリエーションセンター敷地内にはみられないが，隣接し

た伐採地にみられる。相観的には初夏メマツヨイグサ，コウゾリナの黄色い花と，タケニグサ，

ヒメジョオン，アキカラマツの白い花，さらにナンプアザミの赤が混生し，お花畑状を魅してい

る。伐採後3～5年目クマイチゴ，タラノキ，サンシ・ウなど有刺植物群落に移りかわる。

10）　カモガヤ群落（牧草地）

　　　1）αc⑳」εsgZo配erα，α＿Gesellschaft（Tab．15）

　レクリエーションセンター敷地の北東に残されている草原にはカモガヤ，シロツメクサ，ナガ

バグサ，オオアワガエリなどのヨーロッパ産の植物を播種している牧草地が広くみられる。この

ような外来植物群落　（Auslandische　Gesellschaften）は牧草地や牧場に広くみられ，とくに北

海道などは空地に逃げ出してヨーロッパの雑草群落と同じ構成をつくっていることが多い。日本

で牧草地に利用されている種は，ヨーロッパのヨーロッパヌマガヤーオオカニツリグサクラスの

構成種が多く利用されている。

　カモガヤ群落はさらにアカツメクサ，ヨモギ，セイヨウタンポポで区分される子分と，オオバ

コ，エゾノギシギシ，ゲンノショウコで区分される下位群落単位に下位区分される。

11）　ナギナタコウジューハチジョウナ群集（畑地雑草群落）

　　　Elsholtzia　ciliata－Sonchus　brachyotis－Ass．（AckeトUnkrautgesellschaft）

　　　（Tab．16）

　高野下地や高緯度地方では畑作作物の種が異なる。その立地を指標する畑地雑草群落は一般に

ヤブッバキクラス域などの低海抜あるいは低緯度地方ではカラスビシャクーニシキソウ群集がみ

とめられる。姥屋敷ではナギナタコウジュ，ハチジョウナを群集二半種とするナギナタコウジュ

ーハチジョウナ群集にまとめられた。ナギナタコウジューハチジョウナ群集は人為的管理の程度

によりオオイヌタデ，タニソバ，ハコベで区：分されるオオイヌタデ亜群集と，メヒシバ，ヒメジ

ョオン，ヌカキビで区分されるメヒシバ亜群集に下位区分される。メヒシバ亜群集には畑耕作放

棄後1～2年で，ヒエ，ギシギシが個体数多く生育している植分と，ハチジョウナ，ヒメムカシ

ヨモギ，ノコンギク，ナワシロイチゴ，キジムシロなどやや安定した立地に生育する植分がみら

れた。
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Datum　d．《uでnahrne：

H6he貢．　Meer（m）：

GrδBe　d．　Probeflache（m2）

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzah1：

　Tab．ユ4　タケニグサータラノキ群落

Mo6Z60翼ooγ4α如一ノ1γσZfαθZσ如一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査年月研

乱

調

植

植

出

乱

心　面

生

被

羽　種

高

積

高

序

数

Trennarten　d，　Gesellschaft：

　伽0地αyα00ノ〆（1α彪

　P姻S肋γの0歪4εsvar．8励γ6S螺S

　C〃s飢駕痂妙0ηガ6μ辮

　〆1γαz2α　θzαピα

　RhμS〃∫6hoOα7ρα

　P乃ysαZ毎S’ノμηZゴα汐0ηゴ6％脚

　R乃μ∫ゴαηα痂。θ

　Eゆ‘0融海6痂θηsεvar．　sf吻Zfo⑳伽規

　RμわμSoγαオα99加z珈∫

Sonstige　Arten：

　0θπo〃3θγα　う勿ηη‘∫

　Eγゴ9θγ0ηαπημ麗S

　Sα3α搬θ9αZOρんyμα

　Co祝魏θあηα　oo魏規μπfs

　sαsα　sθηα7zθπ∫∫s

　／1鴛”～0καπ渉々篇搬　0ゴ0γαご麗俄

　0κακs　ooγπ∫（溜♂α蝕

　3‘θμ07勿η29陀。‘α

　L65ク84θ2αδゴooエ07　f．αo％8哲）♂如

　丁笹目襯彿伽svar，んy∫01θ㍑6蹴
　P％9γαγゴα　10δα’α

　1）‘osoor召α　渉0々0γ0

　試4犠ρe♂oカsεs加⑳ψθゴμπo昭σ如

　ノ47’乞sα6ητααη9㍑∫故’％隅　var．メ）6η加s嘱α8

　P’θγ昭加7πα9κμ加！4初var．　Zα’加Sα4融倣

　βγα∬foαoα吻θs〃乞s　subsp．πα餌s　var．吻ρo－oZθ加

　Szσ6rあα　腕ηταα記ζπα

　撤）7麗3わ0餌うツ0ガε

　R2‘γ∫ηゴσ　か露ZOSα

　石町4γ060妙陀γα搬ゲ♂0γα

　cα∫渉αηξ1α　oγ6πα置ζz

　／1π9θz∫oα9θπ彼μθκα

　E（～厩s6加規αγび（切sθ

　ゐσ3置γεα漉6砂力陀万s

　　群落区分種

　　　　タケニグサ

　　　　コウゾリナ

　　　　ナンプアザミ

　　　　タラノキ

　　　　ヤマウルシ

　　　　イガホオズキ

　　　　　　　ドゆ　　　　ヌノレア

　　　　ヒヨドリバナ

　　　　クマイチゴ

　　その他の種

　　　　メマツヨイグサ

　　　　ヒメジョオン

　　　　貝田バザサ

　　　　ツユクサ

　　　　クマイザサ

　　　　ハルガヤ

　　　　カタバミ

　　　　ミドリハコベ

　　　　ヤマハギ

　　　　アキカラマツ

　　　　クズ

　　　　トコロ

　　　　ノブドウ

　　　　コウライテンナンショウ

　　　　ワラビ

　　　　　　や　にアα　　アフフナ

　　　　アケボノソウ

　　　　ヤマグワ

　　　　オトコエシ

　　　　オオチドメ

　　　　クリ

　　　　オオバセンキュウ

　　　　スギナ

　　　　ヒメシダ

　74

　　7

　　7

　28

15×10

！・5

　80

　33

2・2

1・2

1・2

！・1

十

十

十

十

十

3・3

2・2

2・2

1・2

1・2

十・2

十・2

十・2

十・2

十・2

十・2

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十
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Nr．　d．　Aufnahme：

Datu船d．　Aufnahme：

Exposition：

Neigung　（O）：

Grδ8e　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Krautschicht（rn）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）

Artenzah1：

　　Tab．15　カモガヤ群落

Pα6砂∬∫sgZo祝εγα如一GeseHschaft

調査番号
調査年月日

方　　　　位

傾　　　　斜

調査面積
草本層の高さ

草本層植被率

由　現種数

Trennarten　d．　Gesei正sch．：

P20‘ヅZゴs　gZOηZθγα渉α

Tγ加z伽翰zγゆθπs

アbαργα彦飢s∫s

P配餌？πカγ認θπs6P

Trennarten　d．　unteren　Einheiten：

群落区分種

　カモガヤ

　シロツメクサ

　ナガバグサ

　ナオアワガエリ？

Tr琢）z露拠力γα彰ηsθ

ノ1材6初fs放ργ勿。の∫

Tσγακαα↓魏q1万。加α琵s

P1α漉α90αsfαあσα

1～孤ητθκ0う加S⑳Z伽S

G召γαη伽ηz飾μηδθγg毎

下位単位区分種

　アカツメクサ

　ヨモギ

　セイヨウタンポポ

　オオバコ

　ェゾノギシギシ

　ゲンノショウコ

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　E擁9θγoπα7辮鰯∫　　　　　　　　　　ヒメジョオン
　06πoぬθγαoアツ仇γosθカα‘α　　　　　　　　　　　　　オオマツヨイグサ

　Po砂80π麗搬めπ8’fsθ伽規　　　　　　　　イヌタデ

　Cんθη（ψ04加mαのμ阻　　　　　　　　　　　　　　シロザ

　plαη彪go彪ηoθo磁α　　　　　　　　　．ヘラオオバコ

　　出現一回の種

　　　　　AuBerdem　le　einmal　in　Aufn．　Nr．1：

　「RμうμSραγり加Zf螂ナワシロイチゴ十，　　”

1　2　3　4　　5
74　　74　　74　　74　　　74

10　10　　10　10　　10

21　20　　20　20　　21

W　N　　S　SE　SW

5　5　5　10　5

6　　7　8

74　74　74

10　10　10

20　20　20
S亙3　SE　L

5　　3

5×65×55×5圭0＞＜2G　5×510＞＜IG　10＞＜1010＞く10

0．2　0．15　0．2　0．2　0．15　0．2　　0．3　　0．2

60　　70　　95　　80　　　40　　　80　　　70　　70

111135　6　5　98

3・3　4・3　3・35・43・3

十。2　十・22・3　 。　1・2

　・　　　・　　5・31・2　　・

2・3　・　　…

i十・22・2｝6

i十　　十　i・

i÷　　十　i・

o

●

十

十

十

〇

十　　・

・　　　　　　　　　　．

o

十

●

o

●

●

o

●

●

●

．

●

●

．

o

「

　徊　　　　　　　　　　．

｝．　十

i十　　・

i・　　・

o

o

●

十

〇

o

畳　　　　　　　　　　．

十　　十

5・4　4・4

　・　　　　　　　　　　　●

2・2÷・2

　●　　　　　　　　　　　●

●

●

●

●

o

o

3・3

3・3

●

・

・

●

＋　＋　＋　i

十　　1・2　1・2i

．1．2＋；
　　　　　　　　3

●

1・2

・

●

願

・

　●

十

十・2

　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Po‘θπ配1αノ彬yηぬηαミツバツチグリ十，　Nr，2：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P磁s惚s知ヵ。πzoαフキ十，　Sαsαs飢αηoηs犯クマイザサ

十，．446ηo助oγα’7ゆ勿μαvar．ゴαヵ。漉。αツリガネニンジン十2，　in　4：Soηo勧∫αs契γオニノゲシ

十，in　5：Eg痂so如規αγ麗ηs召スギナ十，　Zのsぬゴαρo痂。αシバ十・2，　in　7：砺d7000∫y3θ躍犠ゲloγα

オオチドメ十，in　8：湾oJo　8理ρoo6駕3タチツボスミレ1・2，

　●

十・2

1・2

　●

魯
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　　　　Tab．16　ナギナタコウジューハチジョウナ群集

Elscholtzia　ciliata－Sonchus　brachyotis－Ass，

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probef1巨che（m2）

Hδhe　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzahl　l

調　査　番　号

調査年月日

調　査　面　積

植　　生　　高

植生の植被率
出　現　種　数

1くenn－u．　Trennart　d．　Ass．　u．　h6heren　Einheiten：

　C海9η0ρ06伽7πα乃μ搬

　EZ3ん0財26α　oπfα’α

Trennarten　d．　Untereinheiten：

　乃砂gOπ％規Zαρα贈爵）Z勧解

　乃砂90η％俄ηθカαZθηSθ

　s‘（9πσγゴα　搬α距。

　エ）Jg髭σγ狛04∫oθη4召πs

　Eガg6roηαηπμπS

　勘ηゴ。％俄　わf514z6α‘％蝦

　Eo伽00肋α0γ麗3－9σμガvar．ノンμ解魏α06徽

　Rμ拠θκ0ゐ加∫⑳Z勉∫

　SOη0ん麗Sわア00海yoだ∫

　E7ゴ99γ0π0αηα46ηSガ∫

　ノ1S諺709θγα’0ゴ4θs　var．ωα如S

　Rπうんsραγ〃⑳z伽∫

　PO伽劒α〃α9αγゴ0蜘s　var．魏ζη’0γ

Begleiter：

　ノ1γ館拠乞s軸力γ勿。θρ∫

　Co隅隅θあηα　oo7π餌μπ‘3

群集及び上級単位の標徴種

　　シロザ

　ナギナタコウジュ

下位単位区分種

　オオイヌタデ

　タニソバ

　ノ、コヘ

　メヒシバ

　　ヒメジョオン

　　ヌカキビ

　　ヒエ

　エゾノギシギシ

　ハチジョウナ

　　ヒメムカシヨモギ

　ノコンギク

　ナワシロイチゴ

　キジムシロ

随伴種

　ヨモギ

　ツユクサ

　1　　2　　3
’74　　　’74　　　’74

　7　　10　　10

　9　　21　　20

5×510×105x5
06　　0・3　　0。8

50　　90　　70

10　　14　　19

3・3　　十　　÷

十・2　 十・2　1・2

；3・3i

i1・2i

i十i
　　o

●

●

o

●

o

●

o

●

o

1・2

1・2

●

陰

D

o

　　●　　　　　　　　　　　　●

i3・3　　1。2…

i十・2　　1。2i

i十　　3・3i

3・3　　・

1・2

　　0

畠

●

o

o

　0

2・2

2・2

　十

十

十

　・　十・2

十・2　　・

出現1回の種

　　　AuBerdem　je　e沁ma1沁Aufnah瓢e　Nr．11Z即魏αy3トウモロコシ2・3，　T7埆Z加瓶ργα‘飢s9

アカツメクサ1・2，ノ1gアosオ‘3　sカoZoηゲ2γαノ・イコヌカグサ2・2，　Nr．2：Cκc雄玩彪犠osoん認αvar．

灘Zoησ⑳γ痴sカボチャ1・2，7覧γ⑳1加ηz　7⑳飢3シロツメクサ十・2，1）αo‘y漉8’Zo魏3アα如カモガヤ

十・2，（9瑠γ催ssθ7γα如コナラ十，0飢。擁群αうゴ飢短∫メマツヨイグサ1・2，S6如γ彪ル加控アキノエ

ノコログサ十，・4γ蜘L競の妙。πfoαオトコヨモギ十，0侃。彦加γα9γy擁γosθ餌Zαオオマツヨイグサ

1・2，Pθ雄3銘θs　ゴαρoηfozゆs　フキ　十，　、E（～z姦3切御鵬　α7z擢ηs6スギナ　→一，　Sθ如γ毎　gZα㍑oαキンエノコロ

十・2，7’αγακ館κ犠（ゾ痘。魏σ陀セイヨウタンポポ十，P”翻窩ρ7鋭η詔オオアワガエリ十・2，　SαZ㍑

膿ゆ勿αキツネヤナギ十
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2．　植　生　図

　岩手県岩手郡滝沢村の電電公社総合レクリエーションセンター敷地内において現存：植生図およ

び潜在自然植生図が縮尺1：4000の地形図上に描かれた。

D　現存植生図

　丁丁山山麓部一帯はなだらかな丘陵地が連なり起伏した山なみにおおわれている。滝沢村の一

角に位置する総合レクリエーションセンター敷地は海抜439～466mのゆるやかな小丘陵地であ

る。

　この地域には自然植生がきわめて少なく現存植生図で示されているように河川ぞいの浅い泥炭

地にハンノキ林が帯状に，自然に近い形で残されているだけである。ハンノキ林は一般にかつて

低湿地の浅い泥炭地に広く生育していたと考えられるが現在では農耕地，とくに水田として地形

が利用されて，自然林はほとんど残されていない。岩手山山麓部では一部牧畜の遊び場としてハ

ンノキ林の残存林をみることが可能である。

　敷地の北東部は牧草地が広がっている。谷部の泥炭地の自然林のハンノキ林と人為的影響によ

り存続している二次林，植林，牧草地の調和が，レクリエーションセンター敷地内に，岩手山山

麓部の半自然生景観の縮尺図として配分されているのが現存植生図より読みとられる。

A　自然植生

　総合レクリエーションセンター敷地内には自然植生はほとんど残されていないが，敷地南側の

ガンド沢周辺にのみ，紫系の色で示されたタチアザミーハンノキ群集が残されている。タチアザ

ミーハンノキ群集は，東北地方では比較的狭い面積で点在して残されている。現在水田として利

用されている地域はかつてこのハンノキ群落が広くおおっていたものと考えられる。春季・夏季

に，林床にミズバショウ，タチアザミ，サクラソウなど，あるいは木本植物のズミ，カンボク，

クロウメモドキ，ウワミズザクラなどが季節に応じて花を開くσ敷地爾側に流れるグンダリ沢周

辺は地形がV及びU字形を示しているためハンノキ群落はみられない。自然植生の草本植物群落

は面積が狭いため現存植生図には示されなかった。

B　代償植生

　総合レクリエーションセンター敷地の大部分は人為的影響によりおきかえられた代償植生によ

りおおわれている。かつて薪炭林として伐採された敷地南部はオオバクロモジーミズナラ群集が

樹高10～18撮の萌芽林を形成している。一部伐採後間もない3～8年の地域ではオオバザサが

優占した疎林を形成している。立地により生育する樹木や構成種が異なり，ミツバウツギーオオ

バザサ群落，カスミザクラーオオバザサ群落，ハンノキーオオバザサ群落及びカシワーオオバザ
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サ群落がみられる。年数を経ていない立地ではオオバザサのみの優占群落を形成している。

　レクリェーションセンター敷地の約50％を占めて，スギ，アカマツ，カラマツの植林が行なお

れている。

　総合レクリエーシ。ンセソター敷地北東部はかつて牧草地として利用されていた。現在もカモ

ガヤ群落などの牧草地が残されている。東部に一部耕作畑地がみられる。

C　そ　の　他

敷地内の宅地・民地は酒井氏宅だけである。開放地域はゴンド沢及びグンダリ沢が示されてい

るσ

　2）　潜在自然植生図

　敷地内の植生の大部分は人為的影響によりまったく替えられた代償植生である。したがって潜

在自然植生を調査する際に現存植生と土壌断面，さらに周辺の自然植生の残存植分について比較

が行なわれた。敷地内では河川沿いの泥炭地はタチアザミ一儀ンノキ群集，小丘陵地はヒメアォ

キーブナ群集，河川沿いはヤナギ群落やジュウモンジソダーサワグルミ群集で代表される湿生林

がみとめられる。一部谷地に林床が荒されたハンノキ林がみられる。ハンノキ林は湿地で狭い谷

ぞいに帯状にみられるため土地利用するためには多くの人手が必要とされるため比較的残されて

いる。総合レクリエーションセンター敷地ではこのハンノキ林がわずかな面積ながら残され，現

在広く日本各地でみられる水田の昔の姿一ふるさとの自然がこの一角に残されている。現存植生

図で示されるように総合レクリエーションセンター敷地は，長い間定期的な伐採，刈りとりによ

り：本来の自然林は生育しておらずに，コナラ，ミズナラの二次林，カラマツ植林，スギ植林にお

きかえられている。あるいはキャンプ場予定地に側溝が掘られ水が流されているために周辺にア

キタブキの群落やヤナギの疎林が復元しているQ

1，　ヒメアオキーブナ群集

　総合レクリェーションセンター敷地内では表層土は5～10cm，黒色土が45～90cm，さらに砂

質ローム土が堆積し，砂礫層と互層をなしている。適湿からやや乾性立地が形成されている。

　代償植生はオオバクロモジーミズナラ群集でまとめられるコナラ，ミズナラ林や，アカマツ，

カラマツ，スギ植林が多い。構成種をみると，ブナ林（ブナクラス）構成種がきわめて多い。こ

の地域では，ブナ林の自然植生は海抜450m以上の仙岩山周辺，800m以上の岩手山に残されて

いるにすぎない。種組成の比較を行なうと，姥屋敷では過度の人為的影響が加わっているため，

ヤブッバキクラス域のコナラ林に共通するコナラ，クリ，カマツカ，ガマズミ，ムラサキシキ

ブ，ヤマグワ，マルバアオダモ，ヒカゲスゲなどの生育がみられる。ブナクラスの構成種ではオ

オモミジ，オオバクロモジ，コハウチワカエデ，オオカメノキ，ハウチワカエデ，ベニイタやな
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どが生育し，ブナ林の成立を裏づけている。低海抜地の植物と，高海抜の植物が混生しているの

は，伐採による撹乱により低海抜域に生育する種が上昇し，さらに高海抜地に生育するミヤマザ

クラ，タカネザクラ，ナナカマドなどが下降したものと考えられる。

　姥屋敷では構成種の大部分が次項のマルバマンサクーブナ群集の構成種をもたないことよりヒ

メアオキーブナ群集が潜在自然植生と考えられる。

　2．　マルバマンサクーブナ群集

　姥屋敷の最高海抜地では黒土層が30～40cmと比較的浅く，乾燥しやすい立地にある。したが

って，乾燥立地，あるいは高海抜立地に生育するマルバマンサクーブナ群集の潜在域がわずかな

面積だが海抜440m付近にみとめられる。

　3．　タチアザミーハンノキ群集

　現在タチアザミーハソノキ群集が残されている立地は，泥炭化した酸性立地である。この地域

にはタチアザミーハンノキ群集の現存生育地のみが潜在自然植生と考えられる。

　4．　シqヤナギ群集他

　ゴソド沢の側溝建設地の斜面には現在イヌコリヤナギやバッコヤナギ群落がみられる。水流が

流れるようになった場合，この土堤はシロヤナギ群集他のヤナギ林が生育するものと考えられ

る。

　5．　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　グンダリ沢周辺は比較的急傾斜の立地でせぽまれている。また排水のよい砂礫土壌と，川の堆

積土が混合され，時に一部氾濫がおこる立地にはオオイダドリ群落がみられる。このような立地

にはジュウモソジシダーサワグルミ群集が発達すると判定される。

　6．　ハルニレ群集

　ゴンド沢周辺から，一部カモガヤ群落の牧草地にかけ，ゆるやかな傾斜で比較的地下水の高い

立地がみられる。このような立地ではヒメアオキーブナ群集が排水が悪いことにより生育不可能

で，ハルニレ群集の潜在域が考えられる。

　7．開放水域

　ゴンド沢，グンダリ沢には流水がみられる。流水中には特別な植生が生育していないので開放

水域として示された。


